
 

 

 

 

 
 

① 関⼼・意欲・態度  ② 思考・判断  ③ 表現・技能  ④ 知識・理解の 4 要素から 
① 知識・技能  ② 思考・判断・表現 ③ 主体的に学習に取り組む態度の 3 要素に変更されました。 
では、③ 主体的に学習に取り組む態度は、どのような学習によりどのように評価するのでしょうか。 
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初めて教壇に⽴つ時、準備は必要です。経験がないため、⾃分の中学・⾼校時代の授業を模倣しがちです
が、学習指導要領が改訂により、どのように変化したのか、再度確認してください。 
「問題を考える・解く」のは⽣徒です。「なぜ・どうしてそのように考えるのか」の【問い】を順序⽴てて

考える⽅法（思考）を導くのが先⽣です。教科書の配列、問題の配列、⾔語（ことばや⽤語）には意味があ
ります。奇をてらう必要はありません。教科の便利さ・⾯⽩さ・理系的思考を楽しく伝えてください。 

授業では、その教科で育成する力が学習指導要領で定められています。 

では、現行の学習指導要領の改訂では、各教科で育成を目指す資質・能力の要素が 4 つから 3 つ

に変更されています。どう変わったのでしょう。 採⽤試験 ⾯接 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

KEY WORD は「調整⼒」 
2030 年次期学習指導要領の改訂に向けて、中央教育審議会 教育課程部会では令和 7 年 12 月 15

日の教育課程部会で、次のような資料が配布され検討されています。すでに実験校では実施されていま

す。「調整力」「自己決定型学習」という言葉で、検索するとインターネットで実践例が見つかります。 

 
ここで、注意しなければならないのは、下から緑⇒オレンジ⇒⻘と段階を踏んで⾃⼰調整学習が⾏われるという

ことです。⼤学⽣の皆さんはすでに、⻘の段階でゼミや授業を進めていると思います。しかし、対象となるのは⽣徒
です。単元の目標・テーマ・評価、そして「問い」の⽴て⽅を教え、⽀援する必要です。学習をすべて⽣徒に任せる
わけではなのです。実際に学習の中で決定できている割合は必ずしも⾼くはないことが予測されています。そのた
め、教員の単元設計、⽅略等の指導や多様な動機付けなどの準備などの指導⼒や⼒量が重要とされます。その点を踏
まえた、「調整⼒」を育成する教科の取組を受験時までに考えていきましょう。 

また、次期学習指導要領では、授業時間の⾰命的変更が計画されています。 
⼩学校：45 分授業 → 40 分授業へ短縮／中学校：50 分授業 → 45 分授業へ短縮とし、短縮された 5 分間は「調

整授業時数」として、探究的な学習活動の拡充、個別最適な学習⽀援、教員の研修・準備時間に活⽤されます。 
 
現⾏の指導要領では、「探究的な学び」「⾔語化」「ICT の活⽤」が注視されています。 
あなたはどのように考えますか。 

 
 
 
 
 

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 を 育 成 す る 取 り 組 み に つ い て


